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議議会会のの新新構構成成
任期満了に伴う町議会議員選挙が2月14日に行われ、新たな議員16人が選ばれました。任期

は平成28年2月29日から平成32年2月28日までの4年間です。
改選後、初の臨時議会が2月29日に招集され、議会の構成が決まりました。

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

第40代議長 森 志郎氏 第38代副議長 森 彪氏

議議
長長
就就
任任
のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ

議
会
議
長

森

志
郎

2
月
14
日
に
執
行
さ
れ
た
任
期
満
了
に
よ
る
町
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
新
た
に
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
の
進
展
の
た

め
、
そ
の
職
責
を
十
分
果
た
し
得
る
よ
う
に
一
層
研
鑽
に
努
め
、
町
民

の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

2
月
29
日
の
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
、
委
員
会
構
成
等

が
決
定
し
、
第
40
代
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

4
月
14
日
か
ら
断
続
的
に
続
く
熊
本
地
震
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
防
災
対
策
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
教
育
・
文
化

の
向
上
、
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
の
円
滑
な
運
営
は
も
と
よ
り
、
藍
住
町
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、
職
責
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
議
会
の
情
報

公
開
に
努
め
、
開
か
れ
た
議
会
、
常
に
改
革
を
推
進
す
る
議
会
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

議 長
森 志郎

副議長
森 彪

常常
任任
委委
員員
会会

〈
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〉

委
員
長

永

濵

茂

樹

副
委
員
長

矢

部

幸

一

委

員

林

茂

委

員

徳

元

敏

行

委

員

西

川

良

夫

委

員

森

彪

〈
建
設
産
業
常
任
委
員
会
〉

委
員
長

平

石

賢

治

副
委
員
長

鳥

海

典

昭

委

員

喜

田

修

委

員

古

川

義

夫

委

員

佐

野

慶

一

〈
厚
生
常
任
委
員
会
〉

委
員
長

奥

村

晴

明

副
委
員
長

安

藝

広

志

委

員

小

川

幸

英

委

員

西

岡

恵

子

委

員

森

志

郎

特特
別別
委委
員員
会会

〈（
仮
称
）藍
住
町
文
化

ホ
ー
ル
・
公
共
施
設
複
合

化
事
業
特
別
委
員
会
〉

委
員
長

奥

村

晴

明

副
委
員
長

平

石

賢

治

委

員

小

川

幸

英

委

員

林

茂

委

員

安

藝

広

志

委

員

鳥

海

典

昭

委

員

徳

元

敏

行

委

員

佐

野

慶

一

委

員

森

彪

〈
防
災
対
策
特
別
委
員
会
〉

委
員
長

永

濵

茂

樹

副
委
員
長

鳥

海

典

昭

委

員

古

川

義

夫

委

員

小

川

幸

英

委

員

安

藝

広

志

委

員

矢

部

幸

一

委

員

西

川

良

夫

委

員

平

石

賢

治

委

員

奥

村

晴

明

【副議長 森 彪氏の略歴】
昭和55年2月初当選。7期目。
文教常任委員会委員長、総務常任委員会委員長、特別委
員会の委員長などを歴任。

【議長 森 志郎氏の略歴】
平成4年2月初当選。7期目。
第35代議長、第29代副議長、建設産業常任委員会委員長、
厚生常任委員会委員長、特別委員会の委員長などを歴任。

藍住町議会だより 85号 ２
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常常任任委委員員会会のの顔顔ぶぶれれ

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

委 員 長
永濵 茂樹

副委員長
矢部 幸一

委 員
林 茂

委 員
徳元 敏行

委 員
西川 良夫

委 員
森 彪

建建
設設
産産
業業
常常
任任
委委
員員
会会

〈
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
〉

委
員
長

徳

元

敏

行

副
委
員
長

西

岡

恵

子

委

員

林

茂

委

員

鳥

海

典

昭

委

員

奥

村

晴

明

議議
会会
運運
営営
委委
員員
会会

委
員
長

佐

野

慶

一

副
委
員
長

徳

元

敏

行

委

員

林

茂

委

員

平

石

賢

治

委

員

永

濵

茂

樹

委

員

奥

村

晴

明

一一
部部
事事
務務
組組
合合
等等

議議
会会
議議
員員

〈
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
〉

西

川

良

夫

平

石

賢

治

〈
板
野
西
部
青
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
〉

森

志

郎

森

彪

〈
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
〉

森

彪

監監
査査
委委
員員

〈
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
る
監
査
委
員
〉

佐

野

慶

一

（
敬
称
略
）

委 員 長
平石 賢治

副委員長
鳥海 典昭

委 員
喜田 修

委 員
古川 義夫

委 員
佐野 慶一

厚厚
生生
常常
任任
委委
員員
会会

委 員 長
奥村 晴明

副委員長
安藝 広志

委 員
小川 幸英

委 員
西岡 恵子

委 員
森 志郎

３ 藍住町議会だより 85号



～～町町長長提提案案～～
● 平成27年度藍住町一般会計補正予算 …………………………………………………………………………原案可決
● 平成27年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算 ………………………………………………原案可決
● 平成27年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算 ……………………………………………………原案可決
● 平成27年度藍住町特別会計（介護サービス事業）補正予算 ………………………………………………原案可決
● 平成27年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）補正予算 ……………………………………………原案可決
● 平成27年度藍住町特別会計（藍寿苑介護サービス事業）補正予算 ………………………………………原案可決
● 平成27年度藍住町特別会計（下水道事業）補正予算 ………………………………………………………原案可決
● 平成27年度藍住町特別会計（水道事業）補正予算 …………………………………………………………原案可決
● 平成28年度藍住町一般会計予算 ………………………………………………………………………………原案可決
● 平成28年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）予算 ……………………………………………………原案可決
● 平成28年度藍住町特別会計（介護保険事業）予算 …………………………………………………………原案可決
● 平成28年度藍住町特別会計（介護サービス事業）予算 ……………………………………………………原案可決
● 平成28年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）予算 …………………………………………………原案可決
● 平成28年度藍住町特別会計（下水道事業）予算 ……………………………………………………………原案可決
● 平成28年度藍住町特別会計（水道事業）予算 ………………………………………………………………原案可決
● 固定資産評価審査委員会条例の一部改正 ……………………………………………………………………原案可決
● 職員の給与に関する条例の一部改正 …………………………………………………………………………原案可決
● 職員等の旅費に関する条例等の一部改正 ……………………………………………………………………原案可決
● 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 ………………………………………………………………原案可決
● 藍住町手数料徴収条例の一部改正 ……………………………………………………………………………原案可決
● 藍住町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正 …………………………………………原案可決
● 藍住町防災行政無線の設置及び管理に関する条例の一部改正 ……………………………………………原案可決
● 藍住町特別会計条例の一部改正 ………………………………………………………………………………原案可決
● 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 ………………………………………原案可決
● 藍住町行政不服審査会条例の制定 ……………………………………………………………………………原案可決
● 藍住町行政不服審査担当職員の任用に関する条例の制定 …………………………………………………原案可決
● 藍寿苑財政調整基金条例の廃止 ………………………………………………………………………………原案可決
● 町道の認定 ………………………………………………………………………………………………………原案可決
● 藍住町基本構想の策定 …………………………………………………………………………………………原案可決
● 指定管理者の指定（児童館等） ………………………………………………………………………………原案可決
● 指定管理者の指定（藍住町歴史観「藍の館」）………………………………………………………………原案可決

～～議議員員提提案案～～
● 議員派遣の件 ……………………………………………………………………………………………………原案可決
● 藍住町農業委員会委員の推薦 …………………………………………………………………………………鳥海典昭
● （仮称）藍住町文化ホール・公共施設複合化建築事業の抜本的な見直しを求める決議案 ……………否 決

～～報報 告告～～
● 平成28年度藍住町土地開発公社の事業計画

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政に関する御意見をお寄せください。

①住所・氏名・電話番号を明記。
②掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③字数は500字以内。
④投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。

定定 例例 会会 案案 内内
次の定例会は6月です。
次号は8月に発行します。
本会議を傍聴しませんか

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 637－3127

3月定例会

投 稿 規 定投 稿 規 定

3月議会定例会が3月7日から23日までの17日間の会期で開会され、
下記の議案について審議しました。
石川町長は平成28年度の所信表明を行いました。詳細については、
広報あいずみ4月号に掲載しています。
一般質問では6人の議員が登壇し、町政について質問しました。

藍住町議会だより 85号 ４
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歳　出
〈目的別〉
126億2,300万円

予備費・その他
3,200万円（0.3%）
予備費・その他
3,200万円（0.3%）

公債費
8億
5,668万円
（6.8%）

公債費
8億
5,668万円
（6.8%）

教育費
9億
2,215万円
（7.3%）

教育費
9億
2,215万円
（7.3%）

消防費
5億3,154万円（4.2%）
消防費
5億3,154万円（4.2%）

土木費
4億6,197万円
（3.7%）

土木費
4億6,197万円
（3.7%）

商工業費
2,237万円
（0.2%）

商工業費
2,237万円
（0.2%）

農林水産業費
6,516万円
（0.5%）

農林水産業費
6,516万円
（0.5%）

労働費
1,475万円
（0.1%）

労働費
1,475万円
（0.1%）

衛生費
8億
8,701万円
（7.0%）

衛生費
8億
8,701万円
（7.0%）

民生費
34億
1,465万円
（27.1%）

民生費
34億
1,465万円
（27.1%）

総務費
53億
3,175万円
（42.2%）

総務費
53億
3,175万円
（42.2%）

議会費
8,289万円（0.6%） 
議会費
8,289万円（0.6%） 

災害復旧費
8万円（0.0%） 
災害復旧費
8万円（0.0%） 

地方譲与税・交付金
7億5,803万円（6.0%）

財産収入1,330万円（0.1%）

分担金及び負担金 3,352万円
（0.3%）

繰越金 1億円（0.8%）
諸収入 2億7,528万円（2.2%）

繰入金 10億7,230万円
（8.5%）

使用料・手数料
4億2,339万円
（3.3%）

町税
39億1,370万円
（31.0%）

町民税
17億9,417万円
（14.2%）

固定資産税
18億2,473万円
（14.4%）

たばこ税
2億1,000万円
（1.7%）

軽自動車税
8,480万円
（0.7%）

地方譲与税 交付金 諸収入 2億7 52

繰入金 10億7
（8.5%）

使用料
4億2
（3.3%

（31.0%）
町民税
17億9,41
（14.2%）

固
18
（1

歳　入
126億2,300万円

自主財源自主財源依存財源依存財源

58億
3,170万円

（46.2%）

58億
3,170万円

（46.2%）

67億
9,130万円

（53.8%）

67億
9,130万円

（53.8%）

国庫支出金
16億
6,222万円
（13.2%）

国庫支出金
16億
6,222万円
（13.2%）

地方交付税
13億円
（10.3%）

地方交付税
13億円
（10.3%）

県支出金
8億945万円
（6.4%）

県支出金
8億945万円
（6.4%）

地方債
22億6,160万円
（17.9%）

地方債
22億6,160万円
（17.9%）

寄付金21万円（0.0%）

・電子計算機管理費 8，892万円
（戸籍システムの維持保守、セキュリティー対策など）

・危機管理対策費 4，044万円
・藍住町文化ホール・公共施設複合化事業

30億6，536万円
・後期高齢者医療費（療養給付費負担金）

2億2，720万円
・臨時福祉給付金事業 1億3，720万円
・障害者総合支援費 6億6，665万円
・児童手当事業費 7億0，304万円
・保育所運営業務委託料 3億9，670万円
・病児病後児保育、地域子育て支援センター事業

2，940万円
・江ノ口児童館耐震工事、住吉児童クラブ新設工事

5，888万円
・子どもはぐくみ医療扶助費 1億6，896万円
・西クリーンステーション管理費 4億3，086万円
・中央クリーンステーション管理費 1億5，800万円
・中小企業支援事業 1，022万円
・鳴門藍住大橋橋梁修繕工事 2，000万円
・常備消防費負担金 4億8，182万円
・小学校総務費 1億5，203万円
⎛
⎝
空調機設置の電気設備工事費、
学校のパソコン更新に伴う電子計算機の借上料など

⎞
⎠

・勝瑞城館跡整備事業 3，522万円

前年度当初
予算対比

34．3％

1．1％

1．4％

17．6％

8．1％

△3．0％

0．2％

20．6％

予 算 額

126億2，300万円

37億7，000万円

23億4，800万円

1，200万円

2億8，760万円

4億4，600万円

4億5，332万円

2億9，549万円

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

介護サービス事業

後期高齢者医療事業

下 水 道 事 業

収益的支出

資本的支出
水道事業

特

別

会

計

平成28年度一般会計・特別会計当初予算

を可決を可決
前年度当初予算対比34．3％前前年年度度当当初初予予算算対対比比3344．．33％％

一般会計126億2，300円一般会計126億2，300円
歳 入

平成28年度一般会計当初予算平平成成2288年年度度一一般般会会計計当当初初予予算算

一般会計の主な事業・新事業
（1万円未満切り捨て）

一般会計の主な事業・新事業
（1万円未満切り捨て）

歳 出

５ 藍住町議会だより 85号
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5億6，200万円増額 108億8，600万円歳入歳出
それぞれ
歳入歳出
それぞれ

予 算
総 額
予 算
総 額

～主な補正の内容（1万円未満切り捨て）～
総 務 費

◆ 退職手当特別負担金 6，970万円
◆ 情報セキュリティー強化対策事業

7，500万円
消 防 費

◆ 常備消防費 △9，398万円

民 生 費
◆ 介護ロボット導入促進補助事業

300万円
◆ 障害者総合支援費 9，400万円
◆ 保育所運営委託料 693万円
諸 支 出 金

◆ 社会福祉施設整備事業積立金
3億5，000万円

全全国国町町村村議議会会議議長長会会表表彰彰
3月1日、徳島県町村議会議長会第67回定期総会において、自治功労者表彰式が行われ、町村議会議員
として11年以上在職の功労者として、次の方々が表彰されました。 （敬称略）

江西博文・小川幸英・小堀克夫・林 茂

請請

願願

1
件
の
請
願
が
あ
り
、継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

●
南
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
大
樹
を
「
保
存
樹

木
」
に
指
定
す
る
請
願
書

請
願
者

福
永

三
七
男

氏

紹
介
議
員

西
川

良
夫

議
員

陳

情

2
件
の
陳
情
が
あ
り
、
議
員
に
配
布
し
ま

し
た
。

▼
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し
ん
と
う
の
周
知
と

予
防
、
そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の
で
き
る

窓
口
な
ど
の
設
置
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

代
表

藤
本

久
美
子

▼
「
森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）」
採
択
に
向
け
た
陳
情

陳
情
者

全
国
林
野
関
連
労
働
組
合
四
国
地
方
本
部
徳
島
分
会

執
行
委
員
長

谷
脇

日
出
正

補正後の額

3億5，000万円

4億4，200万円

4億5，550万円

補 正 額

1億1，500万円

△1，800万円

300万円

会 計 名

藍寿苑介護サービス事業

下 水 道 事 業

水道事業（収益的支出）

補正後の額

37億6，800万円

24億3，000万円

1，270万円

2億6，220万円

補 正 額

3，800万円

145万円

250万円

△380万円

会 計 名

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

介護サービス事業

後期高齢者医療事業

平成27年度一般会計補正予算平成27年度一般会計補正予算

平成27年度特別会計補正予算平成27年度特別会計補正予算

藍住町議会だより 85号 ６



問

①
昨
年
度
2
月
に
意
見
交

換
会
を
開
催
し
て
い
る
が
こ
の

意
図
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
の

時
に
出
た
意
見
に
対
し
て
の
対

応
は
。

②
町
民
に
対
し
て
の
周
知
や
今

後
、
町
民
や
各
種
団
体
に
使
い

や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
な
意

見
を
聞
く
べ
き
と
思
う
が
、
現

在
、
町
施
設
を
使
用
し
て
い
る

キ
ャ
ロ
ッ
子
学
級
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
入
れ
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
が
ど
う
し
て

か
。

③
商
工
会
か
ら
の
要
望
で
ス

テ
ー
ジ
を
造
っ
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
だ
が
で
き
な
い
か
。

答

①
様
々
な
意
見
か
ら
、
多

種
多
様
に
利
用
で
き
る
部
屋
を

配
置
し
、
ホ
ー
ル
の
機
能
は
一

流
の
音
楽
等
に
触
れ
て
も
ら
え

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

②
配
慮
し
た
専
用
の
部
屋
を
設

け
る
必
要
が
あ
り
、
ほ
か
の
施

設
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

③
外
部
テ
ラ
ス
を
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

問

①
現
在
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施
し

て
い
る
が
一
か
月
に
6
0
0
円

の
窓
口
負
担
が
い
る
。
こ
の
負

担
も
無
料
に
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

②
第
3
子
以
降
の
子
供
の
副
教

材
費
、
給
食
費
と
い
っ
た
育

児
、
教
育
費
を
中
学
卒
業
ま
で

無
料
化
に
し
て
は
ど
う
か
。

③
給
食
費
の
滞
納
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

④
北
島
町
、
板
野
町
が
行
っ
て

い
る
給
食
費
の
半
額
補
助
を
し

て
は
ど
う
か
。

答

①
費
用
の
無
料
化
は
、
困

難
で
あ
る
。
ま
た
、
高
校
生
ま

で
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
既
に

町
単
独
で
約
3
千
万
円
の
費
用

を
負
担
し
、
子
供
の
医
療
費
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
。

③
幼
稚
園
30
万
2
千
円
、
小
学

校
6
0
3
万
2
千
円
、
中
学
校

5
6
4
万
5
千
円
。

④
約
8
5
8
0
万
円
が
必
要
と

な
り
、
非
常
に
大
き
な
金
額
と

な
る
た
め
、
実
施
に
つ
い
て
は

困
難
で
あ
る
。

問

平
成
37
年
の
人
口
目
標
を

3
万
6
千
人
と
し
て
い
る
が
目

標
達
成
の
具
体
策
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。
若
者

の
雇
用
不
安
解
消
は
人
口
増
の

大
前
提
と
思
う
が
町
は
関
係
す

る
事
業
所
へ
正
社
員
化
の
働
き

掛
け
を
す
べ
き
。

答

い
く
つ
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
5
つ
の
基
本

理
念
の
下
に
、
18
の
政
策
目
標

を
設
定
し
、
出
生
率
の
向
上

や
、
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
、
目
標
人
口
を
達
成
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
担
当
者
と
の
面

談
時
等
に
、
非
正
規
雇
用
の

方
々
の
正
社
員
化
に
つ
い
て
お

願
い
を
し
て
い
る
が
、
今
後
も

引
き
続
き
働
き
か
け
を
行
う
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◎
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

一般質問一般質問

小川 幸英 議員

子供子育て支援の充実について
医療費・給食費の無料化は困難

子供子育て支援の充実について
医療費・給食費の無料化は困難

（仮称）藍住町文化ホール
公共施設複合化事業について
様々な意見を聞き、効率的な複合施設を目指す

（仮称）藍住町文化ホール
公共施設複合化事業について
様々な意見を聞き、効率的な複合施設を目指す

藍住町総合計画について
政策目標を設定し、
魅力あるまちづくりを目指す

藍住町総合計画について
政策目標を設定し、
魅力あるまちづくりを目指す

シルバー人材センターの事務所
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問

過
去
の
答
弁
に
お
い
て
、

県
内
の
動
向
や
新
し
い
シ
ス
テ

ム
の
開
発
状
況
を
踏
ま
え
利
用

促
進
を
検
討
す
る
と
あ
り
、
ま

た
、
第
5
次
藍
住
町
総
合
計
画

に
お
い
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
に
関
す
る
取
組
を

推
進
す
る
と
あ
り
ま
す
。
現
状

と
今
後
の
取
組
、さ
ら
に（
仮
称
）

文
化
ホ
ー
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
太

陽
光
発
電
外
灯
の
設
置
、
町
民

体
育
館
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
の
効
果
に
つ
い
て

試
算
を
し
た
が
、
初
期
投
資
費

用
に
見
合
う
だ
け
の
効
果
が
得

ら
れ
な
い
と
の
判
断
か
ら
見
送

る
こ
と
と
し
た
。

問

子
供
の
貧
困
に
つ
い
て

は
、
今
や
社
会
問
題
。
6
人
に

1
人
が
貧
困
の
中
に
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う

な
教
育
支
援
を
し
て
い
る
か
、

学
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
取

組
、
子
供
の
心
の
安
定
へ
の
取

組
、
経
済
的
支
援
と
し
て
の
奨

学
金
制
度
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
、
親
の
経
済
格
差
が
子
供
の

学
力
格
差
を
生
み
出
し
て
い
る

と
の
分
析
が
あ
り
ま
す
。
現
状

と
取
組
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

夏
休
み
、
冬
休
み
を
短
縮

し
、
授
業
の
量
的
増
大
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
子
供
の
心
の

安
定
に
つ
い
て
は
、
担
任
、
関

係
教
職
員
な
ど
と
家
庭
が
密
に

連
絡
を
と
り
、
そ
の
子
の
不
安

感
が
解
消
さ
れ
る
具
体
策
に
つ

い
て
協
議
を
し
、
相
互
理
解
、

相
互
協
力
に
努
め
て
い
る
。

平
成
27
年
度
の
奨
学
金
利
用

者
は
高
校
生
1
名
、大
学
生
2
名
。

今
後
も
授
業
の
質
的
向
上
や

家
庭
学
習
の
習
慣
化
に
努
め
、

学
力
向
上
を
図
り
た
い
。

問

子
育
て
政
策
に
つ
い
て
国

も
「
若
い
家
族
を
取
り
巻
く
環

境
を
、
も
っ
と
温
か
く
配
慮
に

満
ち
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
て
万
全
を
期
し
て
い
き
た

い
」
と
早
急
に
取
り
組
む
姿
勢

を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
本
町
の

待
機
児
童
の
現
状
と
そ
の
解
消

に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
も
年
々

増
加
傾
向
と
聞
き
ま
す
が
現
状

と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
尋
ね

ま
す
。

答

平
成
28
年
度
の
待
機
児
童

は
、
1
歳
児
7
人
、
2
歳
児
11

人
、
3
歳
児
12
人
。
認
可
保
育

所
を
増
や
す
方
向
で
対
応
策
を

講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
学
童
保
育
に
つ
い
て

は
、
年
次
的
に
施
設
環
境
の
整

備
を
行
い
、
受
入
れ
態
勢
の
確

保
に
努
め
て
お
り
、
6
月
に
は

奥
野
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増

築
工
事
が
完
成
予
定
。
ま
た
、

7
月
に
は
第
2
奥
野
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
、
新
た

に
4
年
生
か
ら
6
年
生
の
募
集

を
開
始
す
る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◎
地
方
創
生
に
つ
い
て

一般質問

西岡 恵子 議員

子育て支援について
施設環境の整備を行い、受入れ態勢の確保に努めている

子育て支援について
施設環境の整備を行い、受入れ態勢の確保に努めている

省エネ対策について
様々な課題や補助事業の
動向を見ながら検討

省エネ対策について
様々な課題や補助事業の
動向を見ながら検討

新しい放課後児童クラブ（奥野児童館）

子供の貧困対策について
支援していくのが責務

子供の貧困対策について
支援していくのが責務

藍住町議会だより 85号 ８



問

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
5
年
、
昭
和
22
年
12
月
21
日

に
発
生
し
た
昭
和
南
海
地
震
か

ら
70
年
に
な
り
、
徳
島
県
で
は

今
後
30
年
以
内
に
約
70
％
の
確

率
で
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
し
た
大
災
害
の
初
動

対
策
と
し
て
、
住
民
の
自
助
・

共
助
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る

こ
と
が
、
再
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
や
育
成
の
必

要
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
行
政

と
し
て
、
更
に
住
民
の
防
災
意

識
の
啓
発
の
た
め
、
積
極
的
な

取
組
を
要
望
し
ま
す
。

答

自
助
・
共
助
の
重
要
性
が

増
し
て
き
て
お
り
、
地
域
で
の

防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
に
お

け
る
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

か
ら
も
防
災
意
識
の
啓
発
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
組
織
運
営

の
支
援
に
も
積
極
的
に
取
組
、

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
、
ま

た
、
組
織
率
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

近
年
の
異
常
気
象
の
状
況

下
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
想

定
外
の
大
雨
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
日
で
は
大
雨
も
想

定
内
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
12
月
に
も
断
続
的
に

強
い
雨
が
降
り
、
町
内
各
地
で

道
路
の
冠
水
、
露
地
野
菜
や
、

本
県
を
代
表
す
る
農
産
物
で
あ

る
春
ニ
ン
ジ
ン
の
広
大
な
規
模

の
圃
場
が
浸
水
被
害
に
遭
い
ま

し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
農
家

の
皆
さ
ん
か
ら
、
排
水
路
の
改

善
対
策
を
早
急
に
考
え
て
ほ
し

い
と
の
訴
え
が
あ
り
ま
す
。
行

政
と
し
て
、
今
後
の
対
策
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答

抜
本
的
な
対
策
に
は
莫
大

な
費
用
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、
実
現
に
は
困
難
な
状
況
に

あ
る
が
、
局
所
的
な
改
良
を
加

え
る
こ
と
で
、
排
水
能
力
の
向

上
を
期
待
で
き
る
箇
所
も
あ

る
。
排
水
路
の
流
れ
る
方
向
を

変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
流

下
能
力
の
向
上
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
改
良

工
事
を
実
施
し
、
効
果
を
検
証

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て

随
時
改
良
を
行
い
、
で
き
る
だ

け
早
く
下
流
の
河
川
に
放
流
で

き
る
よ
う
に
、
少
し
で
も
冠
水

や
浸
水
す
る
地
域
が
な
く
な
る

よ
う
考
え
て
い
る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問一般質問

古川 義夫 議員

排水対策について
随時改良を行い、少しでも冠水や浸水する地域がなくなるよう考えている

排水対策について
随時改良を行い、少しでも冠水や浸水する地域がなくなるよう考えている

自主防災組織の結成状況について
登録組織数93組織、現在15の組織が活動

自主防災組織の結成状況について
登録組織数93組織、現在15の組織が活動

ニンジンの収穫
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問

健
康
増
進
の
た
め
に
と
1

億
8
千
万
円
も
か
け
河
川
敷
に

建
設
し
た
が
、
運
営
状
況
は
。

①
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
町
財
政

か
ら
の
支
出
状
況
は
。

②
入
場
料
だ
け
で
採
算
が
と
れ

な
い
原
因
は
町
に
あ
る
の
か
。

③
委
託
先
の
日
本
道
路
は
、
談

合
の
疑
い
で
役
員
が
在
宅
起

訴
、
国
交
省
か
ら
指
名
停
止
処

分
を
受
け
た
。
委
託
先
を
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
変
え
る

こ
と
で
仕
事
の
確
保
に
つ
な
が

る
の
で
な
い
か
。

答

①
8
年
間
で
9
6
9
5
万

円
。

②
採
算
面
だ
け
を
重
視
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
の
方
の
健
康

増
進
を
考
え
て
い
る
。

③
災
害
時
等
、
流
木
や
漂
流
物

の
撤
去
作
業
の
実
績
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

委
託
は
考
え
て
い
な
い
。

問

町
は
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
大

型
公
共
事
業
を
推
進
し
て
お

り
、
町
民
は
町
財
政
は
心
配
な

い
の
か
と
言
っ
て
い
る
。

①
町
発
注
10
億
円
以
上
の
財
源

内
訳
と
起
債
の
返
済
計
画
は
。

②
建
物
の
維
持
管
理
費
も
財
政

を
圧
迫
す
る
の
で
な
い
か
。

③
住
民
生
活
に
必
要
な
事
業
を

後
回
し
に
し
な
い
こ
と
。

答

①
事
業
費
1
2
8
億
円
、

返
済
は
20
年
か
ら
25
年
。

②
生
活
環
境
整
備
、
町
の
活
性

化
の
た
め
に
必
要
な
事
業
。

③
財
政
状
況
を
見
極
め
、
し
っ

か
り
と
計
画
性
を
持
っ
た
事
業

の
推
進
に
努
め
た
い
。

問

街
頭
宣
伝
中
、
中
学
生
が

「
エ
ア
コ
ン
が
付
い
て
よ
か
っ

た
」
、
「
弟
が
小
学
校
へ
行
っ

て
い
る
。
早
く
付
け
て
ほ
し

い
」
と
言
っ
て
い
た
。

①
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置

後
、
生
徒
や
教
師
の
反
応
は
。

②
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
は
、
2
年
度
に
分
け
る
こ
と

な
く
今
年
度
中
に
す
べ
き
だ
。

③
小
学
校
4
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
費
2
億
円
程
度
が
出
せ

な
い
理
由
は
。
一
般
会
計
の
基

金
が
43
億
円
あ
る
の
で
基
金
か

ら
取
り
崩
し
た
ら
ど
う
か
。

答

①
学
習
意
欲
の
向
上
に
大

き
な
効
果
が
見
ら
れ
、
教
師
に

と
っ
て
も
、
授
業
が
大
変
や
り

や
す
く
な
っ
た
と
好
評
で
あ

る
。

②
4
小
学
校
を
同
時
に
行
い
た

い
た
め
、
大
き
な
事
業
費
と
な

り
、
財
源
に
も
配
慮
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
2
か
年
で
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

③
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ
せ

て
、
基
金
の
積
立
て
を
し
て
お

り
、
今
後
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
一

斉
の
交
換
や
、
ト
イ
レ
の
改
修

等
、
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
型
予
算
を
要
す
る
事

業
が
あ
る
た
め
難
し
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

林 茂 議員

町財政は心配ないのか
計画性を持った事業の推進に努める

町財政は心配ないのか
計画性を持った事業の推進に努める

小学校にエアコン設置は今年度中に
平成28年度に電気工事、平成29年度に空調機器の設置工事を実施

小学校にエアコン設置は今年度中に
平成28年度に電気工事、平成29年度に空調機器の設置工事を実施

パークゴルフ場の採算はとれているのか
採算面だけを重視するのではなく、健康増進を図っている

パークゴルフ場の採算はとれているのか
採算面だけを重視するのではなく、健康増進を図っている

パークゴルフ場の様子

藍住町議会だより 85号 １０



問

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
災
害
が

起
こ
っ
て
も
被
害
の
大
き
さ
そ

れ
自
体
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
計
画

策
定
後
は
国
土
強
靭
化
に
係
る

各
種
の
事
業
が
よ
り
効
果
的
か

つ
ス
ム
ー
ズ
に
進
捗
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
強
靭
化
に
よ
る
事
項
に

つ
い
て
地
域
防
災
計
画
は
も
と

よ
り
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
全
般
に
関
わ
る
既
存
の
総

合
的
な
計
画
よ
り
も
更
に
上
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
地

域
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
政
策

に
お
い
て
、
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
根
幹
を
成
す
も
の
で

あ
り
早
期
の
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

答

国
土
強
靱
化
は
土
地
利
用

の
在
り
方
や
警
察
・
消
防
機

能
、
医
療
機
能
、
交
通
・
物
流

機
能
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機

能
、
情
報
通
信
機
能
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
機
能
、
行
政
機
能
等

様
々
な
重
要
機
能
の
在
り
方
を

町
の
関
係
部
署
に
と
ど
ま
ら

ず
、
自
治
会
や
地
域
住
民
、
商

工
会
等
の
経
済
団
体
な
ど
、
広

範
な
関
係
者
と
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
す

ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い

が
、
策
定
に
向
け
て
の
問
題
点

や
課
題
を
整
理
し
、
先
進
事
例

等
も
参
考
に
し
て
、
今
後
、
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

27
年
3
月
に
公
表
し
た
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

は
保
育
ニ
ー
ズ
に
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
て
い
る
た
め
計
画
の

見
直
し
を
す
べ
き
だ
。
待
機
児

童
問
題
は
保
育
所
を
普
段
利
用

し
て
い
な
い
家
庭
で
も
、
所
用

で
外
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
や
、
子
供
を
預
け
て
遊
び

に
出
掛
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
際
の

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

対
応
で
き
る
制
度
に
す
る
こ
と

で
入
所
希
望
者
は
減
少
す
る
。

そ
の
他
、
小
規
模
保
育
、
家
庭

的
保
育
等
は
都
市
部
で
は
整
備

が
進
み
保
育
所
と
連
携
し
な
が

ら
運
営
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で

も
積
極
的
に
推
進
し
て
は
ど
う

か
。

答

町
で
は
、
認
可
保
育
所
を

増
や
し
た
り
、
既
存
の
認
可
保

育
所
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
定

員
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
提
供

体
制
の
確
保
に
努
め
て
き
た

が
、
な
お
不
足
す
る
事
態
で
あ

る
。現

在
、
2
か
所
の
事
業
者
か

ら
認
可
保
育
所
の
事
業
実
施
に

つ
い
て
申
出
を
頂
い
て
お
り
、

事
業
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
、
で
き

る
だ
け
早
く
開
設
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問一般質問

西川 良夫 議員

安心して子供が育てられる環境整備について
提供体制の確保を図り、新たに認可保育所を増やす方向で進めている

安心して子供が育てられる環境整備について
提供体制の確保を図り、新たに認可保育所を増やす方向で進めている

国土強靭化地域計画に向けた取組について
問題点や課題を整理しながら取り組む

国土強靭化地域計画に向けた取組について
問題点や課題を整理しながら取り組む

改修工事の様子（あいずみ保育園）
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問

3
月
上
旬
に
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
事
務
局
と
社
会
福
祉
協
議

会
局
長
さ
ん
に
安
全
、
防
犯
対

策
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
、
ま

た
、各
単
Ｐ
、
先
生
、
保
護
者
、

社
協
の
各
地
区
協
の
方
に
も
通

学
路
の
危
険
箇
所
、
防
犯
の
危

険
箇
所
に
つ
い
て
、
要
望
を
し

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
を
し
て

き
た
。

北
小
学
校
、
南
小
学
校
周
辺

通
学
路
で
は
歩
道
の
舗

装
劣
化
で
、
で
こ
ぼ
こ

が
激
し
く
転
ん
で
け
が

や
、
足
の
裏
が
痛
い
等

の
話
が
あ
る
。
町
内
の

各
通
学
路
の
状
況
把
握

を
し
、
早
急
に
舗
装
整

備
を
。

防
犯
危
険
箇
所
で

は
、
人
通
り
の
少
な
い

所
、
空
き
家
と
周
辺
の

雑
草
地
、
薄
暗
い
所
に

防
犯
灯
が
な
い
。
見
通

し
の
悪
い
所
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
不
審
者
対

策
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
地
区

協
、
行
政
と
し
て
も
状
況
把
握

を
。

答

舗
装
の
劣
化
等
へ
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や

学
校
等
か
ら
の
情
報
、
要
望
も

踏
ま
え
て
、
関
係
課
及
び
関
係

機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
改
善
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
不
審
者
情
報

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
、
注
意
喚
起
を
行

っ
て
お
り
、
下
校
時
刻
に
は
、

教
職
員
や
見
守
り
巡
視
員
が
そ

の
周
辺
を
重
点
的
に
見
回
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

問

災
害
時
の
弱
者
救
助
対
策

と
し
て
独
居
老
人
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
へ
の
避
難
誘
導
説
明

会
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か

ら
順
次
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。

答

1
人
で
も
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

種
団
体
や
地
域
の
方
々
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
身
近
な
場
所
で
実
施
が
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

ま
た
、
各
地
域
や
団
体
等
か

ら
防
災
講
座
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
夜
間
、
休
日
に
か
か
わ
ら

ず
、
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、

利
用
い
た
だ
き
た
い
。

問

豪
雨
災
害
等
の
緊
急
時
に

備
え
て
道
路
の
拡
幅
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

拡
幅
は
交
通
渋
滞
緩
和
対

策
、
安
全
対
策
と
し
て
町
の
活

性
化
に
な
る
。

行
政
は
消
防
署
と
の
連
携
の

下
、
道
路
状
況
の
実
態
把
握

を
。

答

災
害
時
、
緊
急
車
両
の
通

行
し
難
い
箇
所
は
、
町
内
で
9

か
所
。
い
ず
れ
の
箇
所
と
も
、

道
幅
の
狭
い
箇
所
で
あ
り
、
用

地
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

交
渉
を
行
い
な
が
ら
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
拡
幅
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◎
県
道
松
茂
吉
野
線
、
ミ
ッ
ク
衣
料
南
側
歩
道
に

一
時
停
止
信
号
を

◎
防
犯
・
青
色
回
転
灯
装
着
車
存
続
に
つ
い
て

◎
笠
木
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
西
側
を
3
車
線
に
拡

幅
を

◎
災
害
時
に
備
え
人
命
救
助
策
、新
設
道
路
計
画
を

一般質問

永濵 茂樹 議員

東海・東南海地震等の災害時に備え、
公共施設等の耐震診断について
該当する施設があれば、耐震対策を進めていく

東海・東南海地震等の災害時に備え、
公共施設等の耐震診断について
該当する施設があれば、耐震対策を進めていく

教育問題・新年度、
各校区通学路の安全と防犯対策

改善できるように努めている

教育問題・新年度、
各校区通学路の安全と防犯対策

改善できるように努めている

南海トラフ巨大地震
町内で緊急車両の
通行し難い箇所は9か所

南海トラフ巨大地震
町内で緊急車両の
通行し難い箇所は9か所

歩道の施工状況の様子（藍住南幼稚園北側）

藍住町議会だより 85号 １２
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議議

員員

研研

修修

報報

告告

4
月
14
日
か
ら
15
日
に
市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ

ナ
ー
が
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー（
滋
賀
県
）で
開
催
さ
れ
、

本
町
議
会
か
ら
は
2
名
が
参
加
し
た
。

議
会
議
員

徳
元

敏
行

議
会
議
員

矢
部

幸
一

4
月
14
日
朝
、
高
速
バ
ス
で

京
都
駅
へ
。
1
2
0
0
年
前
、

桓
武
天
皇
が
縦
横
に
魔
除
け
を

組
み
込
ん
だ
四
神
相
応
の
理
想

の
都
、
平
安
京
。
怨
霊
渦
巻
く

魑
魅
魍
魎
が
闊
歩
し
百
鬼
夜
行

す
る
魔
界
の
都
、
京
都
か
ら
琵

琶
湖
の
畔
大
津
京
の
研
修
セ
ン

タ
ー
に
入
寮
。

養
父
市
長
よ
り
、
養
父
市
に

お
け
る
国
家
戦
略
特
区
の
取
組

と
地
方
創
生
に
つ
い
て
講
演
が

あ
り
、
中
山
間
地
、
人
口
減
少

過
疎
地
域
の
休
耕
地
の
再
生
、

生
産
性
向
上
、
人
口
減
少
化
の

歯
止
め
、
地
域
活
性
化
計
画
、

特
区
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
土

地
権
利
の
集
積
化
促
進
等
で
休

耕
田
の
再
生
が
進
み
、
生
産

性
、
経
済
性
の
向
上
に
成
功
し

企
業
が
参
入
。
労
働
力
流
入
に

よ
り
地
域
活
性
化
に
成
功
し
た

事
例
、
市
長
が
将
来
の
姿
を
見

据
え
た
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
地
域
協
力
者
グ
ル
ー
プ

の
活
動
、
地
域
外
企
業
の
参
加

に
よ
り
成
功
し
た
事
例
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
理
事
長
よ
り
、
創
造
的

過
疎
か
ら
考
え
る
地
方
創
生
と

題
し
て
、
過
疎
化
の
現
状
を
受

入
れ
、
数
で
は
な
く
内
容
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
。
外
部
か

ら
若
者
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人

材
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
口
構
成
の
健
全
化
を
図

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
等
を
活

用
し
、
多
様
な
生
き
方
を
実
現

で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
し
て

の
価
値
を
高
め
る
①
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
、
②
ワ
ー
ク
イ
ン

レ
ジ
デ
ン
ス
（
町
に
と
っ
て
必

要
に
な
る
働
き
手
や
起
業
者
の

誘
致
）
、
③
神
山
塾
（
後
継
人

材
の
育
成
事
業
）
の
開
設
、

ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
に
よ

る
商
店
街
の
再
生
へ
と
発
展

し
、
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
現

在
、
消
費
者
庁
の
移
転
先
と
し

て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

翌
15
日
は
、
教
育
か
ら
始
ま

る
地
方
創
生
と
題
し
て
、
学
校

の
廃
校
が
地
域
の
衰
退
を
招

き
、
人
口
減
少
が
加
速
。
就
業

人
口
減
、
伝
統
文
化
が
途
絶
え

る
な
ど
、
学
校
が
な
く
な
る
こ

と
は
地
域
衰
退
の
第
一
歩
。
高

校
の
魅
力
化
が
地
域
の
活
性
化

と
な
り
、
地
域
と
の
協
働
に
よ

る
高
校
改
革
を
考
え
、
廃
校
予

定
の
高
校
を
地
域
と
一
体
に
な

っ
て
、
魅
力
あ
る
高
校
に
再
生

し
、
地
域
外
、
全
国
か
ら
入
学

希
望
者
が
集
ま
る
公
立
塾
の
開

設
が
重
要
ポ
イ
ン
ト
。

地
方
創
生
の
課
題
と
地
域
力

創
造
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
人

材
育
成
、
自
立
心
の
再
生
、
住

民
自
治
の
確
立
、
地
域
経
済
の

循
環
構
造
の
構
築
、
若
者
が
力

を
発
揮
で
き
る
風
土
づ
く
り
、

教
育
の
在
り
方
が
地
方
創
生
の

成
否
を
握
る
。
今
回
人
口
減
少

地
域
の
事
例
で
す
が
、
人
口
調

査
は
地
区
、
集
落
単
位
と
し
、

年
齢
分
布
、
増
減
、
20
年
後
の

姿
を
想
定
す
る
。
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
自
治
の
確

立
、
中
学
校
教
育
の
魅
力
化
、

町
に
必
要
な
人
材
育
成
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

徳徳
島島
県県
町町
村村
議議
会会
議議
員員

研研
修修
会会
にに
参参
加加

3
月
29
日
、石
井
町「
中
央
公
民
館
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
町
議
会
か

ら
14
名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事
調
査

部
参
与
横
田
優
氏
よ
り
「
議
会
運
営

の
基
本
」
と
題
し
て
、
ま
た
、
新
潟

県
立
大
学
国
際
地
域
学
科
准
教
授
田

口
一
博
氏
よ
り
「
議
員
と
し
て
活
躍

す
る
た
め
に
は
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

徳徳
島島
県県
女女
性性
議議
員員

視視
察察
調調
査査
にに
参参
加加

3
月
31
日
、

吉
野
川
ハ
イ
ウ

ェ
イ
オ
ア
シ
ス

に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
西
岡
恵

子
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

～～西西岡岡恵恵子子議議員員のの処処分分取取消消請請求求訴訴訟訟～～地地裁裁判判決決をを受受けけ議議会会がが控控訴訴

町内に生活の実態がないため被選挙権を有しないとする議会の議決により、前任期において失職した西岡恵
子議員が、議会の決定の取り消しを求めた訴訟の判決が平成28年4月22日徳島地方裁判所であり、議会の議決
を取り消す決定が下されました。
本町議会はこの判決を不服として、高松高等裁判所に控訴しています。
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厚厚
生生
常常
任任
委委
員員
会会

平平
成成
2288
年年
度度

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

〜
緊
急
通
報
装
置
補
助
金
〜

問

対
象
者
と
使
用
料
は
。

答

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
独

居
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
身
体
障
が
い
者
の
方
が
対

象
。使

用
料
に
つ
い
て
は
、
ド
ア

の
開
け
閉
め
に
反
応
す
る
タ
イ

プ
が
月
額
3
5
9
6
円
、
反
応

し
な
い
タ
イ
プ
が
月
額

3
0
6
7
円
で
、
介
護
保
険
の

区
分
に
よ
り
5
％
か
ら
15
％
の

負
担
割
合
が
あ
る
。

〜
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
〜

問

委
員
報
酬
6
万
7
千
円
の

内
訳
は
。

答

会
長
は
7
千
円
、
委
員
は

6
千
円
。

5
か
年
計
画
を
立
て
る
際
に

は
2
年
ほ
ど
審
議
を
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
年
は
経
過
を
見
る

と
い
う
こ
と
で
、
年
1
回
を
想

定
し
て
い
る
。

【
意
見
】
計
画
が
確
か
に
実
行

で
き
て
い
る
か
検
証
す
る
た

め
、
会
議
は
年
2
回
ぐ
ら
い
の

開
催
が
必
要
で
は
な
い
か
。

〜
児
童
館
総
務
費
〜

問

前
年
度
と
比
べ
て
6
9
5

0
万
円
増
加
し
た
要
因
は
。

答

指
導
員
の
給
与
改
定
に
よ

り
児
童
館
施
設
管
理
委
託
料
が

1
0
6
0
万
9
千
円
、
江
ノ
口

児
童
館
耐
震
改
修
工
事
費
に

1
8
8
0
万
円
、
住
吉
児
童
館

児
童
ク
ラ
ブ
工
事
費
に
3
1
0

0
万
円
、
住
吉
児
童
館
と
勝
瑞

児
童
館
の
改
修
工
事
費
に
各

2
0
0
万
円
が
増
加
に
な
っ
た

た
め
。

〜
予
防
費
〜

問

2
3
7
万
円
増
え
た
要
因

は
。

答

各
種
健
診
委
託
料
が
増
え

た
の
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

〜
肺
炎
球
菌
の
接
種
〜

問

昨
年
、接
種
し
た
人
数
は
。

答

平
成
27
年
度
は
1
6
0
1

名
。
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算

は
5
0
0
人
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。

〜
空
き
家
等
実
態
調
査

業
務
委
託
料
〜

問

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
る

調
査
委
託
事
業
か
。

答

平
成
27
年
度
に
空
き
家
対

策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、

防
災
・
防
犯
等
い
ろ
い
ろ
な
面

で
空
き
家
を
こ
れ
か
ら
ど
う
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
全

国
的
に
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
計
画
を
立
て
る
に

当
た
り
、
空
き
家
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、
計
画
の
基
礎

と
な
る
資
料
を
委
託
し
て
策
定

す
る
。

〜
不
燃
物
処
理
委
託
料
〜

問

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集

日
を
減
ら
し
た
理
由
は
。

答

従
来
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
品

目
を
増
や
し
続
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
収
集
日
が
あ
り
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
収
集
を
減
ら
し
た

日
は
、
別
の
ご
み
を
収
集
し
て

い
る
。
現
在
の
人
員
と
収
集
車

両
で
は
、
こ
れ
以
上
の
指
定
日

を
増
や
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

【
意
見
】
再
度
、
検
討
し
て
ほ

し
い
。

平平
成成
2288
年年
度度

国国
民民
健健
康康
保保
険険
事事
業業
当当
初初
予予
算算

〜
滞
納
繰
越
分
〜

問

差
押
え
は
し
て
い
る
の

か
。

答

ま
ず
、
納
税
相
談
を
し
て

い
た
だ
き
、
納
付
計
画
を
立
て

て
も
ら
う
と
い
う
の
が
一
番

で
、
ど
う
し
て
も
納
税
相
談
に

応
じ
て
い
た
だ
け
な
い
、
ま
た

は
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産

調
査
を
し
て
財
産
が
あ
れ
ば
差

押
え
を
し
て
い
る
。

問

減
免
制
度
は
あ
る
の
か
。

答

天
災
や
雇
い
止
め
、
失

業
、
病
気
等
に
よ
り
収
入
が
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
減
免
制
度
の
対
象
と
な
る
。

〜
高
額
療
養
費
〜

問

年
々
医
療
費
が
増
加
し
て

い
る
が
、
実
態
調
査
は
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
要
因
は

1
件
当
た
り
の
医
療
費
増
に
よ

る
も
の
か
。

答

国
保
連
合
会
で
療
養
給
付

費
の
審
査
を
し
た
上
で
支
給
し

て
お
り
、
町
独
自
で
も
レ
セ
プ

ト
点
検
を
行
い
適
正
な
給
付
に

な
っ
て
い
る
か
、
二
重
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

1
件
当
た
り
の
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
詳
し
い
分
析
は
で
き
て

い
な
い
が
、
医
療
が
高
度
化
し

て
き
た
影
響
も
あ
る
の
で
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

〜
出
産
育
児
一
時
金
〜

問

42
万
円
の
35
名
分
と
い
う

説
明
で
あ
っ
た
が
、
月
に
約
3

人
が
出
産
予
定
な
の
か
。

答

国
保
世
帯
の
方
が
対
象
で
、

平
成
26
年
度
は
39
名
で
あ
っ
た
。

〜
待
機
児
童
解
消
〜

問

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

の
取
組
は
。

答

現
在
の
待
機
児
童
は
30

人
。
あ
い
ず
み
保
育
園
の
改
修

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
6
月
に

完
成
予
定
。
完
成
す
れ
ば
、
15

人
程
度
は
入
所
で
き
る
と
予
想

し
て
い
る
が
、
保
育
士
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
民
間
2
社
か
ら
認
可

保
育
所
の
建
設
計
画
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

問

保
育
所
が
完
成
し
た
ら
待

機
児
童
は
な
く
な
る
の
か
。

答

入
所
希
望
の
伸
び
率
が
収

ま
れ
ば
待
機
児
童
は
解
消
さ
れ

る
が
、
今
、
保
育
所
に
預
け
て

働
き
た
い
と
い
う
方
が
急
増
し

て
お
り
、
見
通
す
こ
と
は
難
し

い
。

常常 任任 委委 員員 会会 主主 なな 質質 疑疑
3月定例会の議案については、その審査を各常任委員会に付託しました。
各委員会において審査した結果、それぞれ全会一致で原案可決され、最終日に各委員長から
審査結果の報告がありました。
主な質疑・意見については次のとおりです。

藍住町議会だより 85号 １４
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建建
設設
産産
業業
常常
任任
委委
員員
会会

平平
成成
2288
年年
度度

一一
般般
会会
計計
当当
初初
予予
算算

〜
農
地
防
災
事
業
〜

問

県
営
地
盤
沈
下
対
策
事
業

費
の
事
業
完
了
年
度
は
。

答

富
吉
土
地
改
良
区
の
工
事

分
は
平
成
28
年
度
で
完
了
す

る
。
藍
園
、
川
口
及
び
中
島
土

地
改
良
区
は
全
線
完
了
し
て
お

り
、
井
隈
土
地
改
良
区
に
つ
い

て
は
、
事
業
を
実
施
す
る
予
定

は
な
い
。

〜
河
川
改
良
整
備
費
〜

問

前
川
改
修
工
事

負
担
金
3
9
0
0
万

円
の
積
算
根
拠
と
事

業
内
容
は
。

答

前
須
東
1
号
橋

の
拡
幅
工
事
で
、
現

在
2
ｍ
し
か
な
い
た

め
、
橋
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
を
4
ｍ
に
拡
幅
す

る
た
め
、
予
算
計
上

し
て
い
る
。
現
況
の

復
旧
部
分
は
県
負
担

と
な
る
が
、
拡
幅
部

分
は
町
の
負
担
と
な
り
、
平
成

28
年
度
に
3
9
0
0
万
円
、
平

成
29
年
度
に
同
額
程
度
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問

前
川
の
浚
渫
工
事
の
進
行

状
況
は
。

答

県
に
問
い
合
わ
せ
を
行

い
、
平
成
27
年
度
に
入
札
を
実

施
し
、
明
許
繰
越
の
手
続
に
よ

り
、
平
成
28
年
度
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
と
の
情
報
を
得
て

い
る
。

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

平平
成成
2277
年年
度度

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

〜
予
防
対
策
費
〜

問

予
防
接
種
の
健
康
被
害
は

あ
っ
た
の
か
。

答

藍
住
町
で
の
対
象
者
は
1

件
。

〜
総
合
管
理
費
〜

問

退
職
者
の
内
訳
は
。

答

定
年
退
職
が
7
名
、
早
期

退
職
が
7
名
、
普
通
退
職
が
5

名
の
19
名
。

〜
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進

事
業
補
助
金
〜

問

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
と
は

何
か
。

答

こ
の
事
業
は
国
の
政
策
の

中
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
事
業

で
、
介
護
支
援
な
ど
に
使
用
す

る
。1

事
業
所
最
大
で
3
0
0
万

円
を
補
助
す
る
も
の
で
、
財
源

に
つ
い
て
は
1
0
0
％
国
の
補

助
で
あ
る
。
現
在
、
町
内
の
16

事
業
所
が
申
請
を
し
て
い
る
。

〜
保
育
所
委
託
料
〜

問

増
額
し
た
理
由
は
。

答

人
数
が
増
え
た
こ
と
に
伴

う
不
足
部
分
の
補
正
で
あ
る
。

〜
地
籍
調
査
事
業
費
〜

問

進
捗
状
況
は
。

答

現
在
、
奥
野
地
区
で
猪

熊
・
矢
上
前
の
事
業
は
終
わ

り
、
和
田
・
東
中
須
に
つ
い
て

の
事
業
は
進
行
中
で
あ
る
。
地

籍
調
査
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
公
図
を
変
え
て
い
っ
て
お

り
、
奥
野
地
区
の
一
部
に
つ
い

て
は
4
月
か
ら
地
籍
図
の
閲
覧

交
付
が
で
き
る
。

平平
成成
2288
年年
度度

一一
般般
会会
計計
予予
算算

〜
庁
舎
案
内
業
務
委
託
料
〜

問

庁
舎
案
内
業
務
委
託
料
と

は
何
か
。

答

庁
舎
1
階
に
庁
舎
案
内
を

設
け
て
お
り
、
そ
の
業
務
に
つ

い
て
は
人
材
派
遣
会
社
に
委
託

し
て
い
る
。

〜
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
支
援
〜

問

病
休
の
職
員
は
い
る
の

か
。

答

病
休
の
職
員
は
一
、
二

名
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
は
事
業
所
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
が
町
の
職
員
で
は
で
き

な
い
た
め
、
業
者
に
委
託
を
し

て
い
る
。

昨
年
か
ら
、
職
員
の
メ
ン
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
外
部
の
機
関
に
委
託
を

し
、
職
員
が
相
談
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

〜
顧
問
弁
護
士
委
託
料
〜

問

ど
の
よ
う
な
時
に
使
う
の

か
。

答

住
宅
の
明
渡
し
や
応
訴
等

の
裁
判
が
あ
っ
た
場
合
の
た
め

に
、
4
0
0
万
円
を
予
算
計
上

し
て
い
る
。
委
託
料
と
し
て
は

月
額
5
万
円
。

〜
過
誤
納
還
付
金
〜

問

過
誤
納
還
付
金
は
多
い
の

か
。

答

法
人
町
民
税
の
場
合
は
、

中
間
納
付
で
予
定
納
付
し
た
額

が
業
績
に
よ
り
払
戻
し
と
な
る

こ
と
が
あ
り
、
金
額
も
大
き
く

な
る
場
合
が
あ
る
。

〜
納
税
貯
蓄
組
合
〜

問

納
税
貯
蓄
組
合
の
活
動
内

容
は
。

答

納
税
組
合
自
体
の
活
動
も

減
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
、
納

税
組
合
で
の
活
動
は
行
っ
て
い

な
い
。

問

滞
納
整
理
機
構
負
担
金
の

内
訳
は
。

答

毎
年
30
件
移
管
し
て
お

り
、
28
年
度
は
件
数
割
り

2
2
6
万
8
千
円
、
徴
収
実
績

割
1
5
6
万
9
千
円
、
均
等
割

10
万
円
の
合
計
3
9
3
万
7
千

円
。

〜
デ
ジ
タ
ル
教
材
〜

問

ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
。

答

電
子
黒
板
に
教
材
を
映
し

出
し
た
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
利
用

等
、
教
育
指
導
に
使
用
す
る
教

材
で
あ
る
。

〜
西
幼
稚
園
修
繕
〜

問

西
幼
稚
園
の
テ
ラ
ス
の
修

繕
は
す
る
の
か
。

答

経
常
的
な
修
繕
費
は
予
算

計
上
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
で

き
る
だ
け
対
応
し
不
足
の
場
合

は
補
正
等
を
考
え
て
い
き
た

い
。

町道の路線認定箇所を現場視察する
建設産業常任委員

１５ 藍住町議会だより 85号
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40代を迎えたある日、以前から薄々学びたいと考えていた介護のことを、本格的に学ぶチャンスを得た。なん
と、大学で学生としてである。最初はこの年で大学生なんて、と気恥ずかしい思いであった。
高校を卒業したばかりの現役の大学生と机を並べ、自分とそう年齢の変わらない先生に教わる。今まで出会っ

たことのない人たちに囲まれ楽しい日々が始まる、そう思っていた。
いざ、学習が始まると想像していた大学生活とは余りに懸け離れていた。そう、学ぶのは介護である。重いテ

キストを抱え、ジャージに着替え、レポート提出の嵐。頭と体をフルに使わないとついていけない。特に、実技
は頭で理解して、文章にしても、体が動かなくては意味がない。毎日毎日、授業が
終わっても自主練習を居残って行った。シーツの交換、車椅子、つえ、おむつ、入
浴、食事。一つ教わる度にテストがある。友人とペアを組み、介助者、利用者に入
れ替わり練習を繰り返した。
利用者の身体機能、心身状態、ニーズ、医学的・科学的根拠。利用者、介護者に

とって安全、安楽な方法とは何か。ベッドから車椅子へ移る一つ一つの動作に全て
「その根拠は何ですか」と説明ができるように求められた。理想の介護とは何か頭
を抱える日々であった。
現在、無事資格を得て、病院で働く私には、理想の介護ができているだろうか。
私はあなたのお役に立てていますか。

議議
会会
のの
うう
ごご
きき

22

月月

14
日

藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

19
日

当
選
議
員
初
顔
合
わ
せ
会

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

（
徳
島
市
）

29
日

第
1
回
議
会
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

33

月月

1
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会
（
徳
島
市
）

7
日

3
月
議
会
定
例
会
開
会

議
会
運
営
委
員
会

8
日

厚
生
常
任
委
員
会

9
日

建
設
産
業
常
任
委
員
会

10
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

11
日

中
学
校
卒
業
式

16
日

3
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

17
日

小
学
校
卒
業
式

18
日

藍
寿
苑
落
成
式

23
日

3
月
議
会
定
例
会
閉
会

議
会
全
員
協
議
会

24
日

教
職
員
離
任
式

28
日

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
定
例
会
（
板
野
町
）

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
定
例
会

（
北
島
町
）

29
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
石
井
町
）

31
日

徳
島
県
女
性
議
員
視
察
調
査

（
吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
）

44

月月

1
日

教
職
員
着
任
式

11
日

小
・
中
学
校
入
学
式

14
〜
15
日市

町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
滋
賀
県
）

26
日

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

（
藍
住
町
）

28
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

編編
集集
後後
記記

議
会
改
選
後
、
第
1
回
目

の
編
集
委
員
会
で
す
。
議
会

の
活
動
が
分
か
り
や
す
い
誌

面
に
な
る
よ
う
に
、
親
し
み

や
す
く
読
み
や
す
い
誌
面
を

目
標
に
し
て
文
字
の
型
、
大

き
さ
、数
字
の
処
理
方
法
、記

事
の
構
成
に
関
し
て
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
が
多
く
の
読

書
に
親
し
ま
れ
愛
読
さ
れ
る

よ
う
、
研
修
を
重
ね
て
魅
力

あ
る
誌
面
づ
く
り
に
努
力
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
徳
元

敏
行
）
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員員
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委
員
長
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敏

行
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委
員
長
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委

員
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茂

委

員

鳥

海

典

昭

委

員

奥

村

晴

明

よいニンジンの日（4／12）に、にんじん塩飴を
無料配布

藍住町議会だより 85号 １６
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